
スーパー

学校

食品残渣：100t

食品残渣：100t

ホテル 食品残渣：100t
回収

応募事業所
（廃棄物等を有効利用する事業所）

飼料化 飼料：200t

地域の農家鶏卵
食品残渣の排出者に還元

★ 排出者との協力で食品残渣を無償回収して飼料を製造し、その飼料を用いて作られた鶏卵を排出者に還元
（廃棄物等の削減量は300ｔ）

水分蒸発により減量（100t）

● 地域連携の取組例１（複数の排出事業者等との連携）

● 地域連携の取組例２（一次産業との連携）

● 地域連携の取組例３（二酸化炭素排出削減に係る地域連携の例）

★ 自社で排出される木くずを燃料とするボイラーを導入し、自社での利用はもとより、隣接する公共施設など
で廃熱を利用することにより、CO2排出量を削減。
あわせて、燃焼後発生する焼却灰を、再生品原料として売却することにより、廃棄物の減量化を図る。

漁業者

漁業者

副産物：100t

副産物：100t

漁業者 副産物：100t
回収

応募事業所
（廃棄物等を有効利用する事業所）

漁協

建設資材：250t地域内・地域外の建設工事

★ 地域の漁協と協力して漁業副産物を回収し、建設資材を製造して地域内や地域外で活用
（廃棄物等の削減量は250ｔ）

破砕・粒状化処理

協力

再生不能：50t

廃棄物処理

地域連携の取組例 別紙

公共施設

入浴施設

応募事業所
（自社で出る木くずを利用）

焼却灰

バイオマスボイラー導入

隣接する施設での熱利用

再生利用：事業者へ売却

CO２排出量削減

CO２排出量削減と廃棄物処分量の減


